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1月30日、アトム保育園児が悠遊郷を訪問

した際の一コマ。

園児たちは、悠遊郷の利用者一人ひとりと

握手を交わし、再訪問を約束していました。
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一
月
二
十
四
日
、
中
里
町
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
「
パ
ル
ナ
ス
」
で
金
木

町
、
中
里
町
、
市
浦
村
、
小
泊
村
の

二
町
二
村
の
町
村
合
併
法
定
協
議
会

設
置
協
議
書
へ
の
調
印
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

調
印
式
で
は
、
任
意
協
議
会
で
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
経
過
報
告

を
行
っ
た
後
、
協
議
書
を
朗
読
。
四

町
村
の
議
会
議
長
立
会
い
の
も
と
、

鳴
海
金
木
町
長
、
小
野
中
里
町
長
、

高
松
市
浦
村
長
、
加
藤
小
泊
村
長
の

四
人
が
協
議
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

今
回
の
法
定
協
議
会
設
置
協
議
書

へ
の
調
印
に
よ
り
、
四
町
村
で
の
合

／ 、

《

！
優 市

浦
村
か
ら
は
二
団
体
と
奈
良
幸
雄
さ
ん
天
坦
へ

良
警
察
職
員
で
は
北
山
秀
明
さ
ん
稲
内
駐
在
所
長
）
へ

ーー-△■ー

▲表彰を受けたみなさん

金
木
警
察
署
（
平
井
葵
署
長
）

は
、
一
月
二
十
九
日
、
平
成
十

四
年
に
警
察
活
動
に
貢
献
し
た

警
察
協
力
功
労
者
を
表
彰
し
、

市
浦
村
か
ら
、
十
三
漁
業
協
同

組
合
（
工
藤
伍
郎
組
合
長
）
、

㈱
高
橋
林
業
土
木
（
高
橋
信
男

代
表
取
締
役
）
の
二
団
体
と
奈

良
幸
雄
さ
ん
（
太
田
）
に
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

優
良
警
察
職
員
と
し
て
、
相
内

駐
在
所
長
の
北
山
秀
明
さ
ん
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

併
に
向
け
た
本
格
的
な
協
議
が
始
ま

り
ま
す
。

似
協
定
書
に
署
名
す
る
高
松
村
長

’
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市
浦
村
の
認
定
農
業
者
等
で
組
織

し
て
い
る
「
し
う
ら
型
未
来
農
業
研

究
会
」
（
三
和
均
会
長
）
で
一
年
株
促

成
栽
培
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収
穣
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。
試
験
栽
培

を
実
施
し
て
い
る
同
会
員
の
伊
藤
建

夫
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
で
は
、
収
種
作
業

か
ら
出
荷
の
た
め
の
選
果
作
業
に
追

わ
れ
て
い
る
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
冬
季
に
収
穫
す

る
一
年
促
成
栽
培
は
、
二
月
下
旬
に

種
ま
き
し
、
五
月
上
旬
露
地
に
定
植

し
て
育
成
し
、
十
一
月
下
旬
に
株
を

掘
り
起
こ
し
、
ハ
ウ
ス
に
伏
せ
込
む

方
法
。
（
本
来
の
露
地
栽
培
で
は
三

認
堺
駕
幽
司
壗
盤
副
赫
溝
蝋
濁
織
崇
“
ト
マ
院
収
穫
権
の
ハ
ウ
ヌ
を

少
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を

収
穫
す
る
伊
藤
さ
ん

~麺

l
LF

ア
ト
ム
保
育
園
の
年
長
児
十
四
人

が
一
月
三
十
日
、
社
会
福
祉
協
議
会

を
訪
問
し
、
同
園
で
収
集
し
た
ア
ル

ミ
缶
の
収
益
金
一
万
二
千
十
五
円
を

福
祉
基
金
に
寄
付
し
ま
し
た
。

社
協
を
訪
問
し
た
園
児
を
代
表
し

あ
お
し

て
櫛
引
篭
志
く
ん
、
藤
田
美
咲
さ
ん

が
佐
藤
哲
也
事
務
局
長
に
寄
付
金
を

手
渡
し
ま
し
た
。

ア
ト
ム
保
育
園
で
は
、
日
頃
保
育

園
か
ら
出
る
ア
ル
ミ
缶
を
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
な
い
も
の
か
と
、
園
内
に
保

管
。
そ
の
後
園
児
の
保
護
者
の
協
力

も
あ
り
、
今
回
の
寄
付
金
は
、
昨
年

鞘
蝿
准
想
艫
壼
鮮

換
金
し
た
も
の
で
す
。
同
園
で
は
、

年
目
よ
り
収
穫
が
始
ま
る
）

同
研
究
会
で
は
、
ト
マ
ト
収
稚
後

の
ハ
ウ
ス
の
効
率
利
用
や
冬
季
所
得

の
確
保
な
ど
の
た
め
昨
年
度
よ
り
試

験
栽
培
を
実
施
し
た
。
平
成
十
四
年

二
月
十
七
日
種
ま
き
を
行
い
、
五
月

ア
ル
ミ
缶
の
収
益
金
を
福
祉
基
金
に
寄
付

一
一

－
２
－

瀧『 今
後
も
で
き
る
限
り
ア
ル
ミ
缶
の
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
を
続
け
車
イ
ス
な
ど

も
寄
贈
し
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

四
日
転
作
田
に
定
植
。
十
一
月
二
十

日
か
ら
根
株
を
掘
取
り
、
二
十
三
日

根
株
を
ハ
ウ
ス
に
伏
せ
込
ん
だ
。
加

温
さ
れ
た
根
株
は
十
二
月
五
日
に
萌

芽
し
、
十
二
月
二
十
三
日
よ
り
収
穫

が
始
ま
っ
た
。
収
穫
は
三
月
上
旬
ま

3織
，

1コ

し
寄
付
金
を
手
渡
す
保
育
園
児

,鯛I

ア
ト
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保
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児
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鑿＃．も

で
行
わ
れ
る
。

伊
藤
さ
ん
は
「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は

次
々
に
新
し
い
物
が
生
え
て
く
る
の

で
、
全
体
的
な
良
し
あ
し
は
終
わ
っ

て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
が
、
今
の

と
こ
ろ
青
森
市
場
で
は
い
い
値
段
で

取
引
さ
れ
て
お
り
、
今
後
有
望
な
作

型
で
あ
る
。
」
と
話
し
て
い
る
ｃ
こ

の
栽
培
方
法
で
市
場
出
荷
し
て
い
る

の
は
、
同
研
究
会
が
県
内
で
初
め
て

で
あ
る
。
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チ

工
藤
嘉
四
蔵
さ
ん
。
梶
浦
ミ
ナ
さ
ん

こ
の
た
び
民
生
委
員
・
児
童
状
が
二
人
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
と
し
て
功
績
が
あ
っ
た
、
工
藤
さ
ん
と
梶
浦
さ
ん
は
、

工
藤
嘉
四
蔵
さ
ん
（
十
三
）
、
梶
昭
和
五
十
八
年
か
ら
十
九
年
間

浦
ミ
ナ
さ
ん
（
十
三
）
が
、
厚
生
同
委
員
と
し
て
、
村
の
社
会
福

労
働
大
臣
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
祉
の
向
上
に
貢
献
し
、
ご
活
朧

二
月
三
日
、
役
場
村
長
室
に
さ
れ
ま
し
た
。

お
い
て
、
高
松
村
長
か
ら
表
彰

０
．
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伊
１
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猷
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刮
皇

▲工藤嘉四蔵さん

同
研
究
会
事
務
局
の
三
浦
美
智
男

さ
ん
は
、
「
こ
の
試
験
栽
培
は
、
新

青
森
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
幻
農
業
・
農
村

活
性
化
事
業
費
補
助
金
を
活
用
し
て

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
平
成
十
五
年

度
も
継
続
実
施
す
る
。
今
後
は
栽
培

技
術
を
習
得
し
、
施
設
の
周
年
利
用

と
作
付
け
の
拡
大
を
進
め
、
水
稲
と

野
菜
の
複
合
経
営
に
取
り
組
み
転
作

田
の
有
効
活
用
に
努
め
た
い
。
」
と

話
し
て
い
る
。

がf

を

▲梶浦 ミナさん
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一
幌
碑
と
は
？

鎌
倉
時
代
中
期
～
室
町
時
代
に
盛

く
よ
△
り
と
う

行
し
た
石
製
の
供
養
塔
の
こ
と
で
す
。

い
た
い
し
●
と
。
可
ぱ

板
石
塔
婆
と
も
言
い
ま
す
。
故
人
の

供
養
の
ほ
か
、
造
立
者
の
来
世
の
幸

福
を
願
っ
て
生
前
に
造
立
し
て
礼
拝

侭
》
午
〃
酌
Ｌ
沙
●
や

す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
逆
修
」
を
目
的

に
造
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

板
碑
信
仰
の
発
生
地
は
、
埼
玉
県

ら
ち
ぶ

秩
父
地
方
と
す
る
見
方
が
有
力
と
な

今
回
は
、
相
内
・
蓮
華
庵
の
境
内

に
残
さ
れ
て
い
る
五
基
の
板
碑
に
つ

い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

'｡

市
浦
村
の
埋
蔵
文
化
財
⑪

曾
簔
…

れ
ん

け

財
鎌
倉
時
代
に
な
る
と
、
今
の
青
森

県
一
帯
は
、
鎌
倉
幕
府
執
権
の
北
条

氏
の
所
領
が
多
く
、
鎌
倉
武
士
団
が

津
軽
地
方
に
も
た
く
さ
ん
入
部
し
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
鎌
倉
武
士
に

よ
っ
て
、
板
碑
文
化
が
津
軽
地
方
に

広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

板
碑
に
は
、
碑
面
の
特
徴
や
造
立

の
年
代
か
ら
、
大
き
く
二
つ
の
地
域

に
分
布
が
分
か
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
目
の
津
軽
平
野
内
陸
部
（
弘

聿
也
卑

軽
ｉ
方
の
板
冊

に
、
、
’
〃

っ
て
い
ま
す
ｃ

あ
ん

い
た
ぴ i

典
｜b調

七
い
、

八

（
▲蓮華庵・板碑延文2年銘

ー

■■■■■

蓮
華
庵
の
境
内
に
は
、
五
基
の
板

呂
ん
の
う
ほ
う

碑
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
三
王
坊

は
る
ひ
な
い
か
ん
の
ん
ど
う

や
春
日
内
観
音
堂
の
一
帯
か
ら
持
ち

運
ば
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

・
尻
人
ぷ
ん

す
。
そ
の
う
ち
、
延
文
二
年
（
一
三

五
七
年
）
の
年
号
が
刻
ま
れ
た
板
碑

が
一
基
あ
り
ま
す
。
お
そ
ら
く
安
藤

氏
の
信
仰
に
伴
う
造
立
と
考
え
ら
れ

い
】
ｌ
』
齢
、
？

ま
す
。
板
碑
は
時
宗
信
者
（
時
衆
）

と
熊
野
信
仰
に
関
係
が
深
い
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
安
藤
氏
は
、
や
は

り
時
衆
で
あ
り
、
そ
の
一
族
は
「
時

し
わ
う
か
幸
ち
よ
効

衆
過
去
帳
」
に
多
く
の
名
前
を
残
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
四
○
○
年
代
に
な
る

前
市
周
辺
）
に
は
、
一
二
六
七
年
～

一
四
○
○
年
代
初
頭
に
か
け
て
造
立

さ
れ
た
板
碑
が
多
数
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。一

方
、
二
つ
目
の
市
浦
村
が
位
置

す
る
西
海
岸
に
は
、
一
三
四
○
年

（
南
北
朝
）
以
後
に
造
立
さ
れ
た
板

碑
が
多
数
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
蓮

華
庵
の
板
碑
も
一
三
五
○
年
代
以
降

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

前
者
は
主
に
鎌
倉
武
士
に
よ
る
造

立
で
あ
り
、
後
者
は
十
三
湊
を
拠
点

に
活
動
し
た
安
藤
氏
の
支
配
地
に
多

く
造
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

安
藤
氏
に
よ
る
造
立
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

相
内
・
連
華
庵
の
板
碑

一
そ
の
後
の
板
碑

と
、
西
海
岸
の
板
碑
は
造
立
さ
れ
な

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
安
藤
氏
の
信

仰
や
勢
力
の
変
化
（
北
海
道
へ
退
去
）

に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
ｃ

（ 江
戸
時
代
、
寛
政
年
間
に
相
内
村

す
か
、
呆
壷
す
み

を
訪
れ
た
菅
江
真
澄
は
、
春
品
寺
で

延
文
の
板
碑
を
見
た
と
記
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
蓮
華
庵
の
板
碑
は
、
平

成
十
二
年
度
に
市
浦
村
有
形
文
化
財

に
指
定
き
れ
、
大
切
に
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
。

（
文
責
市
浦
村
教
育
委
員
会

学
芸
員
榊
原
滋
高
）

▲蓮華庵・板碑



(5)広報しうち

一
月
十
九
日
㈲
に
近
隣
市
町
村
の

小
学
生
を
対
象
に
第
一
回
津
軽
少
年

フ
ッ
ト
サ
ル
交
歓
大
会
（
主
催
一
市

浦
村
教
育
委
員
会
後
援
唖
市
浦
村

体
育
協
会
サ
ッ
カ
ー
部
〉
が
、
市
浦

村
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
藤
田
英
選
手
（
市

市
浦
Ｊ
Ｆ
Ｃ
ダ
ブ
ル
優
勝
″

第
一
回
津
軽
少
年
フ
ッ
ト
サ
ル
交
歓
大
会

浦
小
六
年
）
に
よ
り
選
手
宣
誓
が
行

わ
れ
、
六
年
生
・
四
年
生
以
下
の
部

に
分
か
れ
、
各
四
チ
ー
ム
参
加
の
リ

ー
グ
戦
（
勝
ち
点
三
、
引
き
分
け
一
、

負
け
点
○
）
に
よ
り
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

市
浦
Ｊ
Ｆ
Ｃ
の
六
年
生
四
年
生

以
下
の
部
両
チ
ー
ム
と
も
勝
ち
点
が

他
の
チ
ー
ム
と
同
じ
と
な
り
、
得
失

点
差
勝
負
で
成
田
勉
監
督
率
い
る
市

浦
Ｊ
Ｆ
Ｃ
の
ダ
ブ
ル
優
勝
が
決
ま
り

ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
六
年
生
以
下
の
部
｝

・
市
浦
Ｊ
Ｆ
Ｃ
４
１
３
五
所
川
原
小

…市浦村ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀー 図薑鑓
｜タイトル｜蕾者名｜内容紹介’

方言川柳句集。生きた
津軽弁が満載

あすましの国 渋谷伯龍

親にしかできない人生
教育／この絶対不可欠
なこと

－人の父親は百人の
教師に勝る！

チェスター
フィールド

気がつくと机がぐちゃぐち
ゃになっているあなたへ

リズダベ
ンボート

きわめてシンプルな整
理法

リンダア
クレドロ他

まだ話せない赤ちゃん
と話す方法

ベビーサイン

一円大王 谷口英久 究極の一円玉での買物

・
市
浦
Ｊ
Ｆ
Ｃ
５
１
１

・
市
浦
Ｊ
Ｆ
Ｃ
１
１
１

一
四
年
生
以
下
の
部
一

・
市
浦
Ｊ
Ｆ
Ｃ
Ｏ
Ｉ
Ｏ

・
市
浦
Ｊ
Ｆ
Ｃ
５
１
２

・
市
浦
Ｊ
Ｆ
Ｃ
５
１
０

壁察の｢腐敗体質｣をえ
ぐるミステリー

指の時代 佐野洋

地球で暮らす、さまざ
まなほ乳類を紹介

小毒館の図鑑・動物 三浦慎悟他

新しい発見・イメージ
・考え方の恐竜時代へ
案内

小学館の図鑑・恐竜 舟木壼浩

地球で最も繁栄してい
る昆虫の紹介

富
萢
小

松
島
小

五
所
川
原
小

富
萢
小

松
島
小

小学館の図鑑・昆虫 小池啓一他

生活を支える植物の知
識を満載

小琴館の図鑑・植物 畑中喜秋他
▲優勝した市浦JFCのメンバー

教
育
委
員
会
で
は
、
二
月
五
、
六
、

十
二
、
十
三
日
の
四
日
間
、
村
営
吉

野
ス
キ
ー
場
を
利
用
し
て
、
「
ナ
イ

タ
ー
ス
キ
ー
教
室
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

教
室
に
は
、
十
八
人
の
市
浦
小
児

童
が
参
加
。
講
師
は
、
市
浦
村
ス
キ

ー
ク
ラ
ブ
（
奈
良
睦
英
会
長
）
の
皆

さ
ん
が
務
め
、
受
講
者
は
、
初
級
、

中
級
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
三
コ
ー
ス

に
分
か
れ
誹
習
を
受
け
ま
し
た
。

今
年
は
暖
冬
で
開
催
が
あ
や
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
、
期
間
中
は
天
候
、
雪

昔
の
遊
び
を
楽
し
む

し
う
ら
子
ど
も
未
来
塾

ゲ
レ
ン
デ
を
満
喫

ナ
イ
タ
ー
ス
キ
ー
教
室
を
開
催

一
月
十
日
、
し
う
ら
子
ど
も
未
来▲お手玉を楽しむ塾生

塾
は
、
村
連
合
婦
人
会
（
斉
藤
恵
美

子
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、

「
昔
の
遊
び
教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
お
手
玉
と
百
人
一
首
を

指
導
。
塾
生
は
、
現
代
と
は
違
っ
た

遊
び
に
、
か
え
っ
て
新
鮮
さ
を
覚
え

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
う
い
っ
た

地
域
の
指
導
者
を
「
ふ
る
さ
と
先
生
」

と
し
て
求
め
て
い
ま
す
。
「
子
ど
も

は
地
域
の
宝
」
で
あ
り
ま
す
。
地
域

ぐ
る
み
で
子
育
て
を
実
践
し
ま
し
よ

》
う
ノ
Ｃ

質
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
冬
の
ゲ

レ
ン
デ
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

▲楽しくレッスンを受ける参加者
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「
み
な
さ
ん
本
当
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
」

こ
の
度
、
二
人
の
海
遊
館
ス
タ
ッ

フ
が
こ
こ
市
浦
を
去
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
一
人
は
私
（
高
梨
三
千
尋
）

と
も
う
一
人
は
女
性
ス
タ
ッ
フ
の

（
冨
田
陽
子
）
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ

こ
市
浦
に
来
て
か
ら
二
年
半
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
今
一
度

こ
の
二
年
半
を
振
り
返
り
、
改
め
て

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
皆
様
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
紙
面
を
通
じ
て
お
伝

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

画塑到
二
一
一
回Ｉ元気刀Iい通

し19卦

Ｆ

《
壷
璽
臺
》
人
】

言
向

縁

私
た
ち
家
族
が
こ
こ
市
浦
を
訪
れ

た
の
は
二
○
○
○
年
の
九
月
中
ご
ろ

で
す
。
夕
方
に
な
る
と
寒
く
て
長
袖

を
着
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

私
は
家
で
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
赴
任
早
々
に
村
内
を

う
ろ
ち
ょ
ろ
し
な
が
ら
村
の
状
況
を

探
っ
て
歩
い
て
い
ま
し
た
。
村
の
人

に
声
を
か
け
千
葉
か
ら
来
た
こ
と
を

伝
え
る
と
「
海
水
温
泉
に
来
た
ん
だ
」

と
よ
く
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。
で
も
、
確
か
に
こ
こ
は
海
水

温
泉
で
す
ね
。

生
活
習
慣
の
異
な
る
私
た
ち
を
本

当
に
快
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。
初

め
て
の
雪
国
生
活
で
戸
惑
っ
て
い
た

私
た
ち
に
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
海
遊
館
の
運
営
に

携
わ
っ
て
い
る
関
連
業
者
の
皆
さ
ん
、

一
も吾

I'
摩

『

I

三
千
尋

▲高橋三千尋さん

一
也
ラ
ピ
ス
ト
マ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ン
以
前
か
ら
今
現
在
ま
で
お
世
話

に
な
り
つ
づ
け
て
い
る
市
浦
村
役
場

の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
海
遊
館
を
愛
し
通

っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
今
も
健

康
管
理
の
た
め
通
い
つ
づ
け
て
い
る

皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

海
遊
館
は
今
後
も
進
化
し
つ
づ
け

る
施
設
で
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の

サ
ポ
ー
ト
な
し
に
は
成
り
立
ち
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
施
設

を
今
後
も
皆
さ
ん
の
手
で
育
て
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
い
つ
し
か

ま
た
プ
ー
ル
で
会
い
ま
し
ょ
う
。
皆

さ
ん
の
元
気
な
笑
顔
こ
そ
が
平
和
な

世
界
へ
の
第
一
歩
だ
と
信
じ
て
い
ま

す
。
二
年
半
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

冨
田
陽
子

「
今
年
は
そ
れ
ほ
ど
寒
く
な
い
で

す
ね
。
」
な
ん
て
い
つ
ち
よ
う
ま
え

の
言
葉
を
口
に
す
る
と
、
永
年
市
浦

に
住
ん
で
い
た
よ
う
で
皆
さ
ん
に
笑

わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
私
が

市
浦
村
民
に
な
り
も
う
二
年
半
が
た

と
う
と
し
て
い
ま
す
ｃ
市
浦
村
民
に

な
り
き
っ
て
か
な
り
満
喫
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

こ
ち
ら
に
来
て
す
ぐ
大
雪
が
歓
迎

し
て
く
れ
ま
し
た
。
も
う
こ
れ
よ
り

小
新
支
配
人
》 為

北
に
は
住
め
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
皆
さ
ん
の
温
か
い
励
ま
し

で
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
市
浦
、
津
帷
の
春
夏
秋
冬
を

満
喫
し
ま
し
た
。
そ
れ
も
、
し
～
う

ら
ん
ど
海
遊
館
で
出
会
っ
た
人
々
の

お
か
げ
で
、
何
倍
も
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
～
う
ら
ん
ど
海
遊
館
は
、
健
康

増
進
だ
け
で
は
な
く
村
内
・
外
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
気
軽
に
遊
び
に
く
る
よ

う
な
感
覚
で
来
て
頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
私
も
遊
び
に
き
ま
す
！
そ
の

と
き
も
大
き
な
声
で
笑
い
ま
し
ょ
う

ね
！
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

古
川
公
成
ご
あ
い
さ
つ

「
青
森
県
出
身
の
タ
ラ
ソ
セ
ラ
ピ

ス
ト
が
新
支
配
人
と
し
て
後
任
い
た

し
ま
す
。
」

▲富田陽子さん（右）

二
人
も
突
然
の
人
事
異
動
で
、
ス

タ
ッ
フ
並
び
に
お
客
様
や
関
係
者
方

々
は
驚
き
を
隠
せ
な
い
の
が
現
状
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
オ
ー
プ
ン
か

ら
六
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
一
丸
と
な
り

タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
の
普
及
活
動
を
し

て
き
た
頚
が
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

こ
の
素
哨
ら
し
い
チ
ー
ム
で
今
後
も

活
動
し
て
い
き
た
い
の
は
山
々
で
す

が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
成
長

し
て
い
く
員
人
に
は
心
か
ら
エ
ー
ル

を
贈
り
、
新
た
な
チ
ー
ム
で
前
進
あ

る
の
み
で
す
。

先
立
つ
不
安
を
ば
ね
に
、
役
場
の

皆
さ
ん
や
、
会
員
の
皆
さ
ん
、
各
関

連
業
者
の
方
々
と
協
力
し
合
い
業
務

に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
若
い
チ

ー
ム
で
ご
迷
惑
を
掛
け
る
事
が
多
い

と
は
思
い
ま
す
が
、
努
力
は
惜
し
み

ま
せ
ん
。
ま
だ
海
遊
館
を
ご
利
用
し

て
い
な
い
村
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
タ

ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
を
通
し
て
今
後
の
健

康
づ
く
り
を
支
援
し
提
供
で
き
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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又広域水L企業団西1二 ljテデノーノア白キ公演のお届。｡｡。⑥

漫
漫
奇
漫
．
司
◆
◆
◆

②③
○
③
③
③
③
。
④
③
③
⑥
⑨
⑨
、
⑳
ｅ
⑯
⑧
。
ｅ
ｅ
ｅ
ｃ
⑨
③
③
③
⑨
③
②
③
③
③
●
③
①

○
③
⑥
Ｇ
③
③
③
③
⑧
③
③
⑨
⑥
⑥
③
。
。
⑧
⑥
、
③
⑨
。
。
③
③
⑨
⑥
③
⑥
⑲
⑨
。
。
○

≦夛召 妻｛態雷ホバ弓王テイシヨー
漫才…………宮川大助・花子！。、

鰯”磯;摩‘・漫才・歌…………Wヤング．
奇術…………横木ジョージ・レミ

識蝿
漫才……．．…･木村ひかり

宮川さゆみ‘・
コミックサイクル……M｢・ボールド･
司会・腹話術…………川上じゆん

◆日時3月18日㈹

＝

18時30分(18時開場）
◆場所オルテンシア

コンサートホール

◆入場料（全席指定）
SS席:3,500円
S席：3,000円
A席：2,500円

当事業部では、事務所を移転する

ことになりました。

新事務所及び移転に伴う業務の取

扱いについては、次のとおりです。

噺事霧所あ所荏珂
西津軽郡木造町字千年33
木造町農村環境改善センター

犀語司
㈹42-7111

移転後の業務開始日
:E昌團ふるさと交流圏民ｾﾝﾀー 事務組合､青森県(財)自治総合センタ-;
⑥ Q

e⑧⑨③｡③③｡③⑨③③⑨⑨｡、。e③③③⑥②③③｡⑨⑥③⑨③C◎③③⑥⑨③e③③③③③⑤⑨③◎⑨⑨
3月24日（月曜日）

※3月20日までは、現事務所で業務

を取扱いします。

回収します/生まれ変わります/古い電話帳
所得税の確定申告'さ
'- ､,■-,｡'ﾏ戸一

自分で書いてお早目|こ
NTT東日本青森支店では、3月中に順次、新しい電話帳をお

届けいたします。

その際、現在お使いなられている電話帳は、新しい電話帳とお

取替えいたしますので、配達員へお渡しください。
NTTでは、地球環境保護として、紙資源の節減に取り組んで

おり、回収した古い電話帳から新しい電話帳をつくる、電話帳循

環型リサイクルを行っています。

ご協力お願いいたしますc

園…gｳﾝペー ﾖｾｺﾖー 函O120-506-30g

●･

平成14年分の所得税の確定申告の

税務署窓口での相談及び申告書の受

付は、平成15年2月17日から始まっ

ています。

申告書の受付は3月17日までです。

申告書は自分で書いて､お早めに提

出してください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～－－－－－－～－－－－～～～～～～～～～～～～～－－～

平
成
十
四
年
中
に
お
け
る
救
急
車

の
総
出
動
件
数
は
二
七
件
で
昨
年

に
比
べ
二
件
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た

搬
送
人
員
は
二
四
人
で
昨
年
に
比

べ
七
人
減
少
し
ま
し
た
。

★
事
故
種
別
出
動
件
数
及
び
搬
送
人

一
員○

交
通
五
件
六
人

○
一
般
負
傷
一
六
件
一
五
人

○
自
損
行
為
二
件
二
人

○
急
病
七
○
件
六
八
人

○
そ
の
他
二
四
件
二
三
人

★
傷
病
程
度

○
死
亡
三
人

○
重
症
二
七
人

○
中
等
症
五
七
人

○
軽
症
二
七
人

※
軽
症
と
は
入
院
を
必
要
と
し
な
い

も
の
。
中
等
症
と
は
三
週
間
以
内

の
入
院
を
必
要
と
す
る
も
の
ｃ
重

症
と
は
三
週
間
以
上
の
入
院
を
必

要
と
す
る
も
の

火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

平
成
仏
年
中
に
お
け
る

鼎
罰
詔
概
況
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
中
に
お
け
る
火
災
出

動
件
数
は
一
件
で
昨
年
に
比
べ
同
数

で
、
風
水
害
等
の
出
動
は
一
件
で
昨

年
に
比
べ
一
件
増
加
し
、
救
助
出
動

件
数
は
二
件
で
昨
年
に
比
べ
一
件
減

少
し
、
そ
の
他
の
出
動
件
数
が
一
九

件
で
昨
年
に
比
べ
一
件
減
少
し
ま
し

た
。

出
動
状
況
の
内
訳
は
次
の
と
お
り

で
す
ｃｏ

建
物
火
災
一
件

○
風
水
害
等
一
件

○
救
助
活
動
二
件

山
岳
遭
難
一
件

水
難
事
故
一
件

○
そ
の
他
の
出
動
一
九
件

ゴ
ミ
焼
き
消
火
一
件

野
火
消
火
三
件

た
き
火
消
火
一
件

蜂
の
巣
駆
除
九
件

倒
木
除
去
一
件

行
方
不
明
者
捜
索
一
件

交
通
事
故
現
場
捜
索
一
件

誤
報
二
件

火
事
と
救
急
・
救
助
は
一
一
九
番

消

防

●

ネ

ツ

卜

ワ

I

ク
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●
第
１
号
被
保
険
者

自
営
業
者
、
学
生
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
一

●
第
２
号
被
保
険
者

会
社
員
、
公
務
員
等

●
第
３
号
被
保
険
者

第
２
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶
者
一

君
Ｏ
■
０
９
０
０
９
１
‐
１
１
１
．
Ⅱ
０
‐
０
１
．
０
０
△
Ｖ
Ｏ
０
０
Ｂ
０
９
６
Ｏ
Ｏ
９
Ｉ
１
９
１
１
１
１
ｌ
９
６
６
．
０
０
９
■
■
０
‐
■
０
０
＃
０
Ｒ
Ｄ
ｈ
’
９
０
１
．
１
●
０
４
１
０
‐
Ｉ
８
４
８
０
Ｉ
８
８
０
０
０
１
１
１
Ｌ

就
職
・
転
職
・
退
職
・
結
婚
等
に
よ
り
，

被
保
険
者
の
種
類
（
種
別
）
が
変
わ
る
場
合

が
あ
り
、
そ
の
際
に
は
届
出
が
必
要
と
な
り

国
民
年
金
制
度
は
日
本
国
内
に
住
所
の
あ

る
加
歳
か
ら
釦
歳
ま
で
の
人
が
加
入
す
る
制

度
で
、
加
入
者
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
お
り
ま
す
。

、／

書
に雪雲

瓢 ｡‘罰

蟇

齢者募集中きいき局～～い

内閣府ではエイジレス．ライフ（年齢にとらわれず自ら

の責任と能力において自由で生き生きとした生活を送る）

を実践している高齢者、社会参加活動を積極的に行ってい

る高齢者のグループを広く紹介し、既に高齢期を迎え、又

はこれから迎えようとする世代の高齢期における生活の参

考としてもらうために、活動事例の募集を行っています。

◆募集する活動事例

①エイジレス・ライフ実践者
下記のいずれかを実践している概ね65歳以上の方

’

ま
す
。

次
の
よ
う
な
と
き
に
は
第
１
号
被
保
険
者

資
格
取
得
の
届
出
が
必
要
で
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
役
場
・
国
民
年
金
担
当
係
に
お
届
け
く

だ
さ
い
。

○
第
２
号
被
保
険
者
が
退
職
し
た
と
き
。
扶

養
し
て
い
る
配
偶
者
の
い
る
方
は
合
わ
せ

て
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
第
３
号
被
保
険
者
が
離
婚
し
た
と
き
。

○
第
３
号
被
保
険
者
の
収
入
等
が
百
三
十
万

円
を
越
え
て
健
康
保
険
・
共
済
組
合
加
入

者
の
扶
養
か
ら
は
ず
れ
た
と
き
。

次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
第
２
号
又
は
第

３
号
被
保
険
者
資
格
取
得
の
届
出
が
必
要
で

こ
ん
な
時
は

届
出
を
忘
れ
ず
に

。過去に培った知識や経験を活かし、高齢期の生活で社会

に還元し活躍している

。中高年から一念発起して、物事を成しとげた

・壮年期において達成した地位や対面などにとらわれるこ
となく、高齢期を新しい価値観で倖き牛きと生活してい
る

・自らの努力、習練等により、優れた体力・気力等を維持
している

o地域社会のなかで、地域住民のリーダーやコーディネー
ター的な役割を発揮し、生き生きと生活している

②社会参加活動

積極的な活動を通じ、社会とのかかわりを持ち、生き生

きと充実した生活を送っている概ね65歳以上の方が中心と

なって構成しているグループ等（10人以上）

【活動分野】趣味、教育・文化、福祉・保健、健康・スポ

ーツ、生活環境改善、地域行事自治会、生

産・就業（起業を含む)、安全管理・その他

◆推薦方法役場住民福祉課に3月29日出までに推薦する。

◆紹介事例の決定等推薦のあった事例について、選考委
員会に意見を聴取し、内閣官房長官が決定します。決定

した事例については、書状と記念の楯を授与します。

◆紹介方法決定した事例については、国民に広報を行い

ます。また、「心豊かな長寿社会を考える国民の集い」
において事例の紹介を行います。

少お問い合わせ先

役場住民福祉課民生係丑62-2111（内線71）

す
の
で
、
会
社
（
事
業
主
）
や
共
済
組
合
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
就
職
し
て
、
職
場
の
公
的
年
金
制
度
（
厚

生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
）
に
加
入
し
た

・
し
ｅ
塾
垂
ご
○

○
厚
生
年
金
保
険
・
共
済
組
合
加
入
者
と
結

婚
し
て
、
被
扶
養
配
偶
者
に
な
っ
た
と
き
。

○
第
１
号
被
保
険
者
が
、
健
康
保
険
・
共
済

組
合
の
被
扶
菱
配
偶
者
と
な
っ
た
と
き
。

届
出
を
忘
れ
る
と
将
来
受
け
取
る
年
金
額

が
減
額
さ
れ
た
り
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ

な
た
の
「
将
来
」
と
「
万
が
こ
の
た
め
に

も
届
出
は
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

承
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
役
場

住
民
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。ノ、
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以下の廃棄物が平成15年4月1日より搬入停止となります。
、

１
２
３

〆
、

一般住宅、車庫、倉庫、小屋などの解体、改築、改修に伴うすべての廃棄物。

囲い、塀垣、雑木、柴、雑草などの木くず。

その他（原付自転車などの粗大ごみ及び腐敗性有機物など）
ノ

※その他の搬入停止品目については、事前に役場住民福祉課へ確認して下さい。

しお問い合わせ先市浦村役場住民福祉課公62－2111（内線33）
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市浦村の人口と世帯数平成1521現在
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カーェアコン付自動車鰯廃棄に
{割自動車フロン券｣が必要です

文化観識
サ
光立県「もて葱
りPポーターの蟇

もて :しめ心」
集

ー

｢自

県では、文化観光立県を実現するために、「自然環

境を大切にする．環境の美化を進める．観光客を温

かくもてなす」県民運動を進めていますが、この運

動に積極的にご協力いただける方を「もてなしの心」

サポーターとして募集しております。

サポーターは、文化観光立県「もてなしの心」サ

ポーターとして登録され、県や市町村で実施する観

光イベント等各種行事にボランティアとしてご協力

いただきます。

，お問い合わせ先

役場経済観光課まで窓62-2111（内線29）

エアコン等に冷媒として用いられているフロンは、

オゾン層破壊物質であり、また温室効果ガスでもあ

ります。オゾン層保護と地球温暖化防止のため、平

成14年10月1日より「フロン回収破壊法」が施行さ
れ、カーエアコンが搭載された車を廃棄処分する際

には「自動車フロン券」によりフロン回収等の徴用
をご負担いただくこととなりました。「自動車フロン

券」は全国の郵便局、またはコンビニエンスストア

(セブンイレブン、ローソン、ファミリーマート、サ

ークルK、サンクス）各店舗にて1台分当たり2,580

円を払い込んでいただき、その払い込んだ証明とし

て「自動車フロン券」を受け取り、廃棄処分時に車

と一緒に引取業者にお渡し願います。

，お問い合わせ先

自動車フロンコールセンター
B03-5532-1461

L

1 国の
１
４教 蕾 □一ン

～ご湘談はお早めに～

国民生活金融公庫では、高校、短大、大学、各種

専門学校などに入学在学するお子様をお持ちのご

家庭を対象に、低利の教育資金融資制度を設けてい

ます。

志望校が決まりましたらお早めに相談を。

【制度の概要】

◆融資限度額学生・生徒お一人につき200万円以内

◆返済期間10年以内在学期間内で元金据置可能

（返済期間に含まれる）

◆返済方法毎月元利均等払

（ボーナス併用払、ステップ払も可能）

◆利率年1.6％（平成15年1月1日現在）

しお問い合わせ先

国民生活金融公庫弘前支店冠0172-36-6303

ノ

■
世 ’

自動車‘
車
の名義変重・廃車
亘検はお早めに！！

手続

～車検は7カ月前から受けられます～

例年3月は、名義変更(移転登録）・廃車(抹消登

録）住所変更等(変更登録等)の手続きで、運輸支局

の窓口は大変混雑します。特に、3月中旬頃からは

待ち時間が長くて申請者の皆さんに大変ご不便をお
かけしております。名義変更や廃車等の手続きは、

できるだけ3月14日以前に済ませるようにして下さ

い。また、3月は車検(継続検査)も大変混雑します。

車検は1カ月前から受けることができますので、

3月下旬に集中しないようお早めに済ませて下さい。

なお、自動車の登録・検査の諸手続及びユーザー

車検の予約についてはテレホンサービスをご利用下

さい。

◎テレホンサービス（24時間）

青森区域公017-729-4222

レお問い合わせ先

青森市大字浜田字豊田139-13

国土交通省東北運輸局青森運輸支局
念017-739-1503

◆受付時間（土．日曜・祝日を除く）

平日；8：45～12：00
13:00～16:00

-県内の交通事故概況
青森県交通対策協議会

16

(15)
年累計12月中 飲酒 輝転 によ る死 者

死
者
の
状
態

894件
(863）

9,12614
(9.450）

雷
同 齢 者 の 死 者

～65歳以上の人～
45

(43）

印
刷
一
鋸
⑳

自励車乗車中の死鵜
7人

(7)

103人

(110）
死
者

ン
－
ト
ベ
ル
ト

非着用死者

l109人

(1.088)

11.514人

(11,926）
傷
者
一 ’

着用していれば助
かったと思われる人

、
ノ

４
２

１
１く

(）内は前年。累計は1月から。速報値のため後日変更することがあります。

大字名

相内

桂川

太 田

脇
一

うじ

磯 松

十三

計

前月人口

1,171
59

242

516

294

789

3．071

人口

1,166

59

242

514

294

783

3．058

世帯数

406

22

85

205

107

265

1,088
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皆
さ
ん
は
「
介
護
」
に
つ
い
て
の

経
験
は
あ
り
ま
す
か
？

介
護
は
、
勉
強
し
て
…
と
い
う
機

会
も
特
に
無
い
と
思
う
の
で
、
恐
ら

く
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
方
々
が
大

半
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
介
護
体
験
を
し
て
も
ら
う
事

を
目
的
に
、
近
年
様
々
な
所
で
介
護

教
室
（
ま
ど
こ
ろ
ケ
ア
教
室
）
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

健康
し
高
齢
者
疑
似

体
験
セ
ッ
ト
を
装
着
（
中
央
）

ダ ’
一
一:二二

No.158

一
月
二
十
九
日
伽
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
ア
ト
ム
保
育

園
父
母
の
会
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
介

護
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
熱

心
な
様
子
を
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

参
加
者
は
十
一
人
で
、
「
高
齢
者

疑
似
体
験
」
セ
ッ
ト
を
装
着
し
、
〈
文

字
の
読
み
書
き
〉
〈
お
茶
を
コ
ッ
プ

に
入
れ
る
〉
〈
紙
を
め
く
る
〉
〈
電
話

を
か
け
る
〉
〈
階
段
を
登
り
下
り
す

る
〉
等
を
ペ
ア
で
行
い
ま
し
た
。
疑

似
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者
の

気
持
ち
を
少
し
で
も
理
解
で
き
た
と

い
う
感
想
が
き
か
れ
て
い
ま
し
た
。

車イユを介則ヨる人の心構え

諭
一一

命囲何をしてほしい刀'､きﾖ間きましょう
回本人の意思を害菫してノ

ごきるだ|ゴ本人の望む方法て‘

回無理をし怠い/ゆっくり､安全を第一に
図会話を大切|こﾉ声がけを忘れぢいて‘／
目服装に注意してIて‘きるだけ軽装て‘
回介助者の姿勢にも注意I
団周囲に協力を求めきしょうノ

霞
一

一

伽剛
繍

高齢者疑似ｲ本験って何て'しよう？
ま
た
、
車
イ
ス
も
体
験
し
、
実
際

に
乗
る
側
の
目
線
・
速
さ
を
体
感
し

た
り
、
段
差
が
あ
る
場
合
の
介
助
の

方
法
を
知
り
身
近
な
所
で
の
〃
介

護
″
を
体
験
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
ｃ

介
護
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
女

性
の
側
に
向
か
れ
て
い
る
風
潮
も
あ

り
ま
す
が
、
今
は
一
人
で
抱
え
込
む

問
題
で
は
な
く
な
り
、
家
族
全
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担
っ
た
り
、
社

会
の
中
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
興
味
の
あ
る
方
は
一
度

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

セットを装着して、高齢（75～80歳位）になっ
た時の身体的機能低下や心理的変化を、疑似的に
体験するプログラムです。
※高齢者との接し方や、高齢者にとって安心して
暮らせる社会作りに役立てることをねらいとし
ています。

疑似仰艤セットの内笥3？

需冒回身体的変化を再現するため､次のような用具を装遍します。

一～

賎
目栓
老人性難聴に特有な聞こえにくさを再現

§麗鴬

白内障による見えにくくなる状態を再現

肘ワボーター重り

肘の関筋が動きにくい状態を再現します

手袋
物がつかみにくい、落としやすい状態を

荷重ラョッエ
老化に伴う前かがみの姿勢を再現します

膝ワボータ・菫D
膝の関節が動きにくくなる状態を再現し

劉哩ワポータ
歩く時につま先が上がらす、つまずきや
態を再現します

豊三三成工奈三

▼
お
誕
生

こ
と
か

上
湖
音
香
（
磯
松
）
竜
樹

。
』
℃
》

良
鼓
子
（
相
内
）
武
文

り
な

藤
梨
菜
（
磯
松
）
励
一

ゆ
ｂ
さ
ね

田
幸
音
（
相
内
）
秋
峰

あ
ん
せ
い

和
咲
聖
（
相
内
）
光
行

あ
き
ら

和
彪
（
相
内
）
鋭
敏

り
ん

島
凛
（
十
三
）
和
博

II■■

p 一
室

中三相柏淵

一
九
九
二
年
六
月
二
十
九
日
、
東

京
都
江
戸
川
区
で
の
出
来
事
…
・
・
・

市
浦
村
の
防
災
無
線
で
放
送
さ
れ

た
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
、
伽
伽
離
れ
た
、

東
京
都
江
戸
川
区
の
防
災
無
線
に
も

流
れ
た
。
こ
れ
は
、
実
際
に
あ
っ
た

話
で
、
こ
の
出
来
事
が
、
日
本
テ
レ

ビ
の
「
ス
ー
パ
ー
ス
ペ
シ
ャ
ル
本
当

に
あ
っ
た
ミ
ス
テ
リ
ー
（
仮
）
」
で
放

送
き
れ
ま
す
。
放
送
日
は
、
三
月
八

日
土
曜
日
の
午
後
七
時
～
九
時
ま
で
。

お
見
逃
し
な
く
。

（
三
不
）

奈4 一一÷一一一一一

齋
藤
直
樹
（
鶴
因

丸
山

植
木
綾
子
（
栃
木
）

山
田
雅
史
（
脇
元
）

長山富士

利内本田

史未昌
樹

子健子樹
へへへへ

太静相富

小
林
美
由
起
（
相
内
）

三
浦
和
恵
（
相
内
）

⑤
⑧
⑳
③

▼
お
く
や
み

谷
隆
博
（
十
三
）

谷
チ
ヨ
（
相
内
）

川
武
（
十
三
）

上
ち
よ
（
十
三
）

山
ハ
ナ
ョ
（
磯
松
）

倉
順
造
（
十
三
）

良
正
次
郎
（
太
田
）

▼
ご
結
婚臣

（
東
京
）田岡内

一一、一

山
一

加
歳

師
歳

鯛
歳

灼
歳

師
歳

鯛
歳

九
歳


